
長崎原爆投下から6 3周年を前に8 月7 日、N H K ・T V スペシャル 「解かれた封印～米軍カメラ

マンが見た N A G A SA X I へ」 が放映されました。折 しも全国や県内各地で写真展などが開催さ

れていて、ジョー ・オダネル写真集 F トランクの中の日本』が、今大きな議題を集めています。
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この少年が死んでしまった弟をつれて焼き場にや

ってきたとき、私は初めて軍隊の影響がこんな幼

い子供にまで及んでいることを知った。アメリカ

の少年はとてもこんなことはできないだろう。直

立不動の姿勢で、何の感情も見せず、涙も流さな

かった。そばに行ってなぐさめてやりたいと思っ

たが、それもできなかった。もし私がそうすれば、

彼の苦痛と悲しみを必死でこらえて㌢ユる力をくず
してしまうだろう。私はなす術もなく、立ちつく

していた。

▲写真と添え書きは、Fトランクの中の日本』
（小学館発行　￥2，625）よりコピー

ジョー・オタネル
joeO■nHMM州

オダネル氏愛用のカメラ▲

1922年5月　米国ペンシルバニア州に生まれる

1941年12月　米国海兵隊一認許する
1942年2月より従軍カメラマンとして大学で現像

の技術を学び、航空写真撮影の訓練を受ける
1945年9月　脚とじこ日割こ出藍広
島・長崎などの郡市被災状況記録の写真を撮影

1㈱月　帰国し楓私円カメラで撮影した悲
惨な写真を自宅へ持ち帰り、トランクにしまう

1949年7月より1廊月まで、合衆国情報局に
籍をおき、ホワイトハウス付きカメラマンとし
て、歴代鯛の歴史的な写真を撮影する，
徐々に被鰍胞玖ガンなどに苦しむ

1989年　屋根裏にしまい込んだトランクを開ける
1990年　原爆写真展をテネシー州で開く
1995年夏スミソニアン博物館で企画されていた

写真展は在郷軍人やマスコミによりの中止と
なる力＼以後世界で講演活動と写真展を開催

2007年8月9日　　奇しくも長崎原爆投下のB、

86歳の生涯を閉じる。長男が遺志を継ぐ

面に、著橡丈太郎さんの詩『死んでしまったおれに』と、・その芙訳詩
■詩人で本会会員の若松丈太郎さんは、この「焼き場に立つ少年」の写真に触発され、2001年、『死んでし
まったおれに』という詩を書きます。■詩は1年前の『九条はらまち』恥．32（2007年8月6日発行）で
紹介し反響をよぴました力＼このほど結城文さん（英文学百・歌人・74歳）が英訳されました。●若松さ
んの＜作品＞とく英訳作品＞を並記して裏面に掲載しました。文字が小さいですが、こ鑑賞ください。

十十

8月7脚干しピr解かれた封印、柵〆ラマンが見たNAt；ASAKトJ（50分）鯵
ダビングしてあり蕃す。億円こ蕎望の万博、事鞄吊・山嶋（TaZZ一助引）へ訊申し出くだ±い。
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死んでしまったおれに　　若松丈太郎
ジョー・オダネノ機影r焼き執こ立つ少年＊Jのために

おれだ
おれが写っている
と

写真を眼にした瞬間
国民醐年のおれだ
と

正面前方に視線を据えている
十文字に口を結んでいる
丸刈りの頭
指をぴしっとそろえ
その中指は半ズボンの両路磯、日に添わせている
はだしの踵をそろえ
つま先びらきに立っ刊、る
おれたちがからだにたたき込まれた姿勢
く気を付け〉の姿勢
にはちがいないが
少年は上体をやや前探させている
腰をわずか与折って
これは〈ネレの姿勢だ

くネじの姿勢7）背中に弟
少年は弟を背負っている
背負い帯でしっかりと背負っている
弟は首をのけぞらせている
弟は兄の背中ですて忙息絶えている

死んだ弟を背負った少年のまなざしを見たか
かなしみに耐えている少年のまなざしを見たか
かなしみに耐えつつ視線は前方に据えられている
かなしみに耐えつつ楓まなにに向けられているのか
なにに対してのくネじなのか

地上に死があふれ
生と死とが入りまじり
生と死とが背中あわせで
兄と弟とが1枚の布をさかいに
生と死とに別れ
兄と弟の生と死とが入れかわっても
死神はみずからのまちがいに気づくはずもなく

地上に死者があ緑′し
折り重ね積みあげられ
死者は茶毘のほのおに包まれる
ほのおが少年の頬をほてらす
父や野であり兄弟であり友人であるかもしれない

おびただしい死者たちへの

少牢自身であるかもしれないおびただしい死者たちへの
く礼じは別れの挨拶である
かろうじて死をまぬがれた者からの挨拶である

少年は背負い帯をほどき
弟を背中からおろし
やがて
ほのおをあげで燃える弟を
少年自身であるかもしれない死者を

かなしみに耐えつつ記憶する

おれだ
十歳のおれが写っている
と

写真のなかの死者であるおれに対し
かろうじて生き残った者からの挨拶を返す
挨拶を返しつつ
半陛紀を経たいまも
世紀を新しくするいまも
あの少年のかなしみが存在する地上の現実を


